
高齢者介護ロボット：現状と未来展望 
序論 

急速な高齢化が進む現代社会において、介護は重要な社会課題の一つとなっています。高齢者の
増加に伴い、介護を必要とする人の数は増え続けていますが、介護人材の不足は深刻化しており、
介護現場の負担は増大しています。このような状況下で、高齢者の自立支援や介護者の負担軽減
を目的とした介護ロボットの導入が期待されています。高齢者介護ロボットは、身体機能の補助から
認知機能の維持、精神的なサポートまで、幅広いニーズに対応することを目指しています。本論文で
は、高齢者介護ロボットの現状と未来展望について、多角的な視点から考察していきます。 

介護ロボットの概要 

定義と種類 

高齢者介護ロボットとは、高齢者の生活を支援するために開発されたロボットです。その種類は多岐
にわたり、身体機能の補助、生活支援、コミュニケーション支援など、様々な用途に利用されます。
具体的な種類としては、以下のようなものがあります。 

1. 移動支援ロボット: 高齢者の歩行を補助するロボットです。歩行器型、車椅子型などがありま
す。 

○ 例：歩行支援ロボット「ASIMO」 (本田技研工業) - 二足歩行技術を応用し、高齢者の歩行を
サポートします。 

○ 例：ロボット歩行器「ロコモサポート」 (パナソニック) - 高齢者の歩行を安定させ、転倒を予防
します。 

2. 移乗支援ロボット: ベッドから車椅子への移乗など、高齢者の移動を支援するロボットです。 
○ 例：移乗支援ロボット「RIBA」 (理化学研究所) - 介護者が抱きかかえる動作を支援し、腰へ
の負担を軽減します。 

○ 例：移乗支援ロボット「Hug」 (トヨタ自動車) - 高齢者を優しく抱きかかえ、移乗をサポートしま
す。 

3. 排泄支援ロボット: トイレへの移動や排泄の動作を支援するロボットです。 
○ 例：排泄支援ロボット「MINORI」 (ダイワハウス) - ベッドからトイレへの移動、排泄、洗浄、乾
燥までを自動で行います。 

4. 入浴支援ロボット: 高齢者の入浴を支援するロボットです。 
○ 例：入浴支援ロボット「MySpoon」 (セコム) - 高齢者を浴槽まで運び、入浴をサポートします。 

5. 食事支援ロボット: 高齢者の食事を支援するロボットです。 
○ 例：食事支援ロボット「マイスプーン」 (セコム) - 高齢者が自分で食事をとれるよう、スプーンを
操作して口元まで運びます。 

6. 家事支援ロボット: 掃除、洗濯など、家事の負担を軽減するロボットです。 
○ 例：掃除ロボット「ルンバ」 (iRobot) - 自動で部屋を掃除します。 
○ 例：洗濯ロボット「ランドロイド」 (セブン・ドリーマーズ・ラボラトリーズ) - 衣類の自動仕分け、洗
濯、乾燥、畳みまでを行います。 

7. コミュニケーションロボット: 高齢者とのコミュニケーションを促進するロボットです。 
○ 例：コミュニケーションロボット「Pepper」 (ソフトバンクロボティクス) - 会話やゲームを通じて、
高齢者の心を和ませます。 



○ 例：コミュニケーションロボット「PALRO」 (富士ソフト) - 歌やダンス、クイズなど、多彩な機能
で高齢者を楽しませます。 

8. 見守りロボット: 高齢者の状態を監視し、異常があれば通知するロボットです。 
○ 例：見守りロボット「aibo」 (ソニー) - 高齢者の様子を見守り、異常があれば家族に通知しま
す。 

9. 認知症ケアロボット: 認知症高齢者のケアを支援するロボットです。 
○ 例：認知症ケアロボット「PARO」 (知能システム) - アザラシ型のロボットで、触れ合いを通じて
高齢者の心を癒します。 

10. リハビリ支援ロボット: 高齢者のリハビリを支援するロボットです。 
○ 例：リハビリ支援ロボット「HAL」 (CYBERDYNE) - 脳波を読み取り、身体機能の回復を助け
ます。 
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高齢化の進展に伴い、介護ロボット市場は急速に拡大しています。矢野経済研究所の調査による
と、2020年度の国内介護ロボット市場規模は、メーカー出荷金額ベースで約349億円でした。2025
年度には約1,000億円に達すると予測されており、今後も高い成長が見込まれます。日本の高齢化
率の上昇は、介護ロボットの需要増加に直結しており、市場拡大の大きな要因となっています。 

一方、グローバル市場においても、高齢者介護ロボット市場は拡大傾向にあります。
MarketsandMarketsの調査によると、2021年の世界の介護ロボット市場規模は53億米ドルで、2026
年には180億米ドルに達すると予測されています。 

市場の成長を牽引する要因としては、以下の点が挙げられます。 

● 高齢者人口の増加 
● 介護人材不足の深刻化 
● 介護ロボットの技術革新 

政府の政策、支援制度 

日本政府は、介護ロボットの導入を促進するため、様々な政策や支援制度を展開しています。主な
政策としては、以下のものがあります。 

● 介護ロボットの開発支援 
● 介護ロボットの導入補助金 
● 介護ロボットの安全性に関する基準の整備 
● 介護ロボットの活用に関するガイドラインの作成 

海外における介護ロボットの開発状況、市場動向 

海外においても、高齢化社会への対応として介護ロボットの開発が積極的に進められています。特
に、欧米や中国では、AIやIoT技術を活用した高度な介護ロボットの開発が進んでいます。 

介護ロボットのビジネスモデル 

介護ロボットのビジネスモデルは、販売、レンタル、リース、サブスクリプションなど、多様化していま
す。主なビジネスモデルとしては、以下のようなものがあります。 

1. ロボット販売モデル: ロボットを販売するモデルです。 
○ メリット：初期費用を抑えることができる。 
○ デメリット：故障時の修理費用やメンテナンス費用がかかる。高額な初期投資が必要となる場
合があり、利用者にとって導入のハードルが高い可能性がある。 

2. ロボットレンタルモデル: ロボットをレンタルするモデルです。 
○ メリット：最新のロボットを常に利用できる。必要な期間だけ利用できるため、柔軟性が高い。 
○ デメリット：レンタル費用が高額になる場合がある。長期的に利用する場合、購入よりも総費
用が高くなる可能性がある。ただし、常に最新機種を利用できる、故障時の対応が迅速など
のメリットもあるため、費用対効果を考慮する必要がある。 

3. ロボットリースモデル: ロボットをリースするモデルです。 
○ メリット：初期費用を抑え、長期的な利用が可能。 
○ デメリット：リース期間が終了した後のロボットの処分が必要。リース期間中は自由に解約で
きない場合があり、柔軟性に欠ける。 



4. ロボットサブスクリプションモデル: ロボットを定額で利用するモデルです。 
○ メリット：利用料金が明確で、予算管理しやすい。 
○ デメリット：利用期間が長くなると、総費用が高額になる場合がある。機能やサービス内容が
限定される場合があり、ニーズに合わない可能性もある。 

5. ロボットサービスモデル: ロボットとサービスをセットで提供するモデルです。 
○ メリット：ロボットの操作やメンテナンスを任せられる。 
○ デメリット：サービス費用が高額になる場合がある。サービス内容によっては、利用者の自由
度が制限される可能性もある。 

6. ロボットデータ活用モデル: ロボットから収集したデータを活用するモデルです。 
○ メリット：高齢者の状態を把握し、適切なケアを提供できる。 
○ デメリット：データのセキュリティ対策が必要。倫理的な問題やプライバシー concerns への対
応が求められる。 

7. ロボットプラットフォームモデル: 複数のロボットを連携させるプラットフォームを提供するモデル
です。 

○ メリット：様々なロボットを統合的に管理できる。 
○ デメリット：プラットフォームの構築に費用がかかる。プラットフォームの互換性や標準化が課
題となる。 

8. ロボット保険モデル: ロボットの故障や事故に備える保険を提供するモデルです。 
○ メリット：リスクを軽減できる。 
○ デメリット：保険料が高額になる場合がある。保険の適用範囲や条件が限定される場合があ
り、注意が必要。 

9. ロボット人材育成モデル: ロボットの操作やメンテナンスを担う人材を育成するモデルです。 
○ メリット：人材不足の解消に貢献できる。 
○ デメリット：人材育成に費用と時間がかかる。育成した人材の定着率が課題となる。 

10. ロボット地域連携モデル: 地域ぐるみでロボットを活用するモデルです。 
○ メリット：地域全体の介護力向上に貢献できる。 
○ デメリット：地域間の連携体制構築が必要。地域ごとのニーズや特性に合わせた対応が求め
られる。 

介護ロボットの課題と展望 

技術的な課題 

介護ロボットの実用化には、まだいくつかの技術的な課題が残されています。 

● 安全性: 高齢者の安全を確保するための技術開発が必要です。ロボットの動作における安全性
確保、誤作動や予期せぬ動作への対策などが求められる。 

● 操作性: 高齢者でも簡単に操作できるよう、インターフェースの改善が必要です。音声認識やジェ
スチャー操作など、直感的な操作方法の開発が重要となる。 

● 汎用性: 様々な環境に対応できるよう、汎用性の高いロボットの開発が必要です。家庭環境や施
設環境など、多様な環境に対応できる adaptability が求められる。 

● コスト: 介護ロボットの価格を低減することが求められます。大量生産や低コスト化技術の開発に
より、より多くの利用者へ普及させる必要がある。 

● 耐久性: 長期間使用できるよう、耐久性の高いロボットの開発が必要です。故障や劣化への対
策、メンテナンスの容易さなどが求められる。 



倫理的な問題点 

介護ロボットの導入に伴い、倫理的な問題点も指摘されています。 

● プライバシー: 高齢者のプライバシー保護に配慮する必要があります。個人情報の取り扱い、カメ
ラやセンサーによる監視など、プライバシー侵害への懸念 addressed する必要がある。 

● 自律性: ロボットの自律性が高まることで、人間の尊厳が損なわれる可能性があります。ロボット
の判断に任せる範囲、人間の介入の必要性など、倫理的なガイドラインの策定が求められる。 

● 雇用: 介護ロボットの導入により、介護職の雇用が奪われる可能性があります。ロボットと人間の
役割分担、新たな雇用創出など、雇用への影響を考慮する必要がある。 

● 責任: ロボットによる事故が発生した場合、責任の所在を明確にする必要があります。製造者、販
売者、利用者など、責任の所在を明確にするための法的整備が必要となる。 

While technological advancements are crucial, it's equally important to address the ethical 
implications of using care robots. 

社会的な影響 

介護ロボットは、社会に大きな影響を与える可能性があります。 

● 介護現場の負担軽減: 介護ロボットの導入により、介護現場の負担軽減が期待されます。重労働
や repetitive tasks から介護者を解放し、より質の高いケア提供に集中できる環境を作る。 

● 高齢者の生活の質向上: 介護ロボットは、高齢者の自立支援や社会参加を促進することができま
す。身体的なサポートだけでなく、精神的なケアやコミュニケーション支援により、高齢者の QOL 
向上に貢献する。 

● 介護サービスの効率化: 介護ロボットを活用することで、介護サービスの効率化が図れます。業務
の自動化、データ分析によるケアの最適化など、効率的なサービス提供を実現する。 

● 新たな産業の創出: 介護ロボット産業は、新たな雇用を生み出す可能性があります。ロボット開
発、製造、販売、メンテナンスなど、様々な分野で雇用創出が期待される。 

結論 

高齢化社会における介護ロボットの重要性はますます高まっています。技術的な課題や倫理的な問
題点を克服し、介護ロボットを効果的に活用することで、高齢者の生活の質向上、介護現場の負担
軽減、社会全体の活性化に貢献できる可能性があります。 

本論文では、高齢者介護ロボットの現状と未来展望について考察しました。移動支援、移乗支援、
排泄支援など、様々な種類の介護ロボットが開発され、高齢者の多様なニーズに対応できるように
なっています。市場規模は急速に拡大しており、日本政府も政策支援を行っています。しかし、安全
性、操作性、コストなどの技術的な課題や、プライバシー、自律性、雇用などの倫理的な問題点も存
在します。 

今後の発展に向けては、これらの課題を克服し、ロボットと人間が共存できる社会を実現していくこと
が重要です。介護ロボットは、高齢者だけでなく、その家族や介護者にとっても、より良い未来を創造
するための重要なツールとなる可能性を秘めています。 
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